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二瓶先生のご退職に際して
大 江 宏
二瓶先生，一足先に大きな区切りを迎えられましたね。順序が逆ですよ，などと今更申し上げ
ませんが，残念ですし，本当に寂しくもなります。着任がほぼ重なりますから，マーケティング
領域の研究仲間として，また学部の同僚として，友人として長い間ご一緒してきたのですから，
その思いは一入です。ただ，二瓶先生との思い出をこの機に振り返ることは，私自身の歩みも顧
みることになり，そちらの方の所為で筆が重くなりました。
二瓶先生と私の出会いは，先生が大学院の修士課程に入学し同じ研究室に入ってきた時でした
ね（明治大学商学研究科三上富三郎研究室）。私は修士課程の２年生でした。その後の博士課程
時代を含めた院生時代は，私が社会人院生みたいになったこともあって，二瓶先生と親密に付き
合う機会は多くなかったかと思います。そんな中で，先生が体を壊されて，入院療養生活を送る
ことがありましたね。幾度かお見舞いで病院を訪ねた折に，今ではうろ覚えですが，研究生活の
意味や研究テーマ，読書や趣味などの色んな話をして，初めて二瓶先生と意思疎通ができたよう
に思えました。真面目で，一見おとなしそうだけど自説を持ち，信用できる人物という印象でし
た。
共通の恩師故三上先生と本学教授の故粟屋義純先生のご縁で，１９７３年から本学園でまたご一
緒することになりました（二瓶先生は，大学院に在籍のままその年の秋から経営学部の助手に，
私は短期大学の方に４月から専任講師で着任し，１９８５年に経営学部に移籍）。以来，職場となっ
たキャンパスだけでもちょうど４０年のつきあいになりますね。私にとっての二瓶先生は，勝手
に言えば，交際時間の長さではなく，同じ専攻分野の同僚として，率直に意見を交わせる研究仲
間として，職場の内外の悩みや愚痴を言い合える相談相手として，それこそ公私にわたりたくさ
んお世話になった人生の大切な友人です。
さらに振り返れば，二瓶先生は，私と違って，研究面でも着実に業績を積んでこられました。
責任感が強く，忙しい中でも約束を守って，原稿を書き上げる，また自らを強く律してきちんと
形に創り上げる研究者です。その結果が，研究業績リストに見るように，多くの著書・論文・研
究ノートなどに結実しています。二瓶先生は，多くの場面で私を先輩として過分に立ててくれま
したが，研究面では，残念ながら先輩面ができるどころか，大きく水をあけられました。この差
は，いろんな要因があるでしょうが，人一倍の責任感の強さ，言行一致たらんとする人生哲学，
そして誠実な努力，からくるのかなと思っています。飛行機で海外に行くときには，乗る前に約
束の原稿を終えておくようにする，と聞いたときには，これは負けた，と思いました。というの
も，「誠実の証は時間を守ること」だと教えてくれた恩師の言葉と同じだったからです。
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二瓶先生の誰からも敬愛される人柄や学部長としての貢献ぶりについては，他の先生方が記さ
れるでしょうから，ここでは，私の独断と偏見になりますが，二瓶先生のマーケティングの研究
業績の特徴について一言紹介させてもらいます。
研究業績に触れる前に，関連する教育面について。二瓶先生は，周知のように，機会あるごと
にゼミ教育の重視と「自学力」育成の重要性を説いておられます。そのお考えを纏めた『私家版
自学力のための技術』（２００７年）があります。この本は，ゼミでの論文指導のために，学生が論
文作成に取り組み，自分の文章で論文を完成できるように，ご自身が試行錯誤しながら実践され
てきたさまざまな技術を示すとともに，それらを評価し，そして論文作成へのステップと能動的
に取り組む姿勢を説いています。まさに「知的生産の技術」なのです。その本の前段に，「人は
教えることはできない，学ぶことができるだけだ。経験上からも，最も効果的な‘書くことを通
じての学び’を核とすることで，学ぶ力（自学力）を身に着けてもらうよう，手伝うことが自分
の使命である」と述べられています。「自学力」は，先生が教育者として考え実践してきた強い
信念なのですね。
二瓶先生自らが「自学力」を実践されて，多くの著書・論文を執筆されていますが，主要な単
著の４点につき，一言ずつ勝手な紹介をさせてください。
（１）『広告と市場社会』（１９８８年）：恐らく公刊された最初の単著と思われるが，広告活動の管理
論ではなく，広告情報の市場‘社会’への影響を考える本質論であり，消費社会学的考察と言え
よう。広告論をこうした視点からも扱えるのだと感じたことを覚えている。
（２）『うわさとくちコミマーケティング』（２０００年）：二瓶先生のオリジナリティとアプローチの
特徴が最も顕著な一書である。くちコミ・マーケティングの‘どのように’を扱うのではなく，
くちコミの‘なぜ’，すなわちくちコミの根底にある「うわさ」という社会現象のメカニズム
を，社会学，社会心理学などの学際的知見を援用して，くちコミ・マーケティングの有効性と陥
穽を説得的に論じている。
（３）『製品戦略と製造戦略のダイナミックス』（２００８年）：本書の独自視点は，「デュアリティ
（duality）」（二面性，あるいは相反する二側面の相互作用関係）である。この概念で企業の競争
行動の基本戦略をコスト・リーダーシップと差別化であると捉え，本書のタイトルにある製品戦
略を後者に，製造戦略を前者に対応させる。両戦略の内容と関係を，製品ライフサイクル概念と
商品概念を，それぞれ拡大・発展させて市場競争のダイナミクスを説明する。プロダクティブ・
ユニット・サイクル，経験効果，モジュール，事業の定義，トランスベクション，などの諸概念
が，企業の市場行動のデュアリティの説明を補強している。マーケティング行動の基本（本質）
理解をめざした力作である。
（４）『マーケティング競争のデュアリティ―漸新性と革新性―』（２０１２年）：本書は，２００８年の著
書の発展形である。すなわち，企業の市場行動を，デュアリティ（二面性）概念で説明するため
の理論的補強を展開している。前著に拠りながらも，新たに，イノベーション，断続的進化仮
x 亜細亜大学経営論集 第４８巻第２号（２０１３年３月）
説，「戦略の窓」などの基本的概念を導入して，現在の「漸進的成長」と将来の「革新的発展」
などの企業行動のデュアリティ関係を説明する。現実の企業活動を的確に捉えるための「理念型
理解」の可能性を秘めた著書である。
二瓶先生の「マーケティング理論」の特徴に触れる前に，これら４冊の刊行年をみれば二瓶先
生の研究姿勢がわかります。これらの著作の間に，多くの論文，翻訳，共著などがあるわけです
から，授業や業務，多忙な日常生活の中で，いかに強い意志と行動でご自分を律して着実に業績
を積んできたかがわかり敬服せざるを得ません。
二瓶先生は，研究面では頑固にオリジナリティを出すことに拘ってきたと思います。権威の説
にしても，独自の解釈を展開しています（例えば，コトラーの製品概念や，ポーターの戦略論に
しても）。その論理展開のために，さまざまの分野からの多様な概念を援用してもいますし，そ
のためにマーケティング領域をはるかに超えるところの研究もされています。
というよりも，初めからマーケティングの枠にとらわれない研究姿勢です。この点については
私も似たところがあり，よく話しましたね。マーケティングのハウツーやオーソドックスな研究
の中に居場所を見つけられなかったともいえます。ご自分の研究は，‘どうして’ではなく‘な
ぜ’に向けられてきた，と書かれていましたが，どの著書もそうですね。だから必然的に「本質
論」になり，当然「マーケティングの枠」に留まりえないことになります。例えば，１９８８年の
本では，広告の送り手の問題よりは，受け手，しかも社会における影響・意味が関心の中心です
し，２０００年の著書では，クチコミのハウツー・マーケティングではなく，クチコミの背後にあ
る「うわさ」（なぜ人は喋るのか）の解明に向かっています。２００８年および２０１２年の著書で
は，企業の市場における複雑な競争行動についてシンプルに本質を説明しきるために，「デュア
リティ」などの基本概念にこだわって，研究しています。
こうしたアプローチを可能にするためには，先行研究の学際的な渉猟と抽象レベルの高まりを
現実的でわかりやすく説明する必要があり，ご苦心されたと思います。ここに二瓶先生のマーケ
ティング（マーケティングを超える）の理論の特長があると考えます。しかし，この追究は終わ
りのない旅ですので，今後時間的余裕ができてきた時には，例えば「デュアリティ」は，説明力
と適用性が高い素晴らしい概念ですので，ぜひ経営者と対話されて，実証研究して欲しいのと，
コンサルティングにも挑戦して頂きたいと思います。
テキスト開発で一言。二瓶先生と私の協働作業は，大勢での共著や共訳が昔は結構ありました
が，最近は私のパワーダウンで，あまり無かったですね。そんな中で，学部の必修科目「企業と
市場」の統一テキストとして，マーケティングの専任教員全員で分担執筆しながら版を重ねてき
た『マーケティング入門』（第５版）は，執筆プロジェクトの構想段階から現在まで中心的に関
わり，特徴ある内容構成の骨組みや改版作業のあれこれの全てを，二瓶先生がリーダーシップを
執ってくれたお蔭でここまで育てることができたと思っています。
さて，ご退職後のいろいろな計画の中で，研究プランではわくわくしておられるのでないでし
ょうか。時間的ゆとりができる中で，これまでの研究の発展や先日話されていた「地域通貨によ
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る地域活性化」などたくさんの研究テーマをお持ちのようです。研究生活に定年はありませんの
で，ご健康に留意されて，ますます現象の本質に迫るご研究を期待しております。そして，私共
や学会・社会にご教示ください。
お元気で，そして今後ともよろしくお願いいたします。
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